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にしていくので，語彙が増えていくにしたがい，形態概念も増えていくことができれ
ば，様々なことが表現できるということになる。 
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 魚（右図）に適応させている。	 
序章	 研究の背景	  

































序章	 研究の背景	  
 - 7 - 
にしていくので，語彙が増えていくにしたがい，形態概念も増えていくことができれ
ば，様々なことが表現できるということになる。 






















	 	 図 2	 これまで描いてきた人物画を虫（左図）や	 魚（右図）に適応させている。	 
序章	 研究の背景	  

































序章	 研究の背景	  

































序章	 研究の背景	  

































序章	 研究の背景	  
 - 11 - 
序章	 引用文献	 
                                                   
1)	 小田久美子・高橋敏之「絵本の読み聞かせと輪郭画用紙の活用が幼児の絵画表現へ
与える効果」『乳幼児教育学研究』第 14 号,2005,pp.9-19	 
2)	 林建造『幼児の絵と心』教育出版,1976,p.62	 
3)	 梶原佳子「自己評価についての一考察（２）―幼児期の自己認識の発達について―」












11)	 生駒英法「幼児の創造性を育む絵画指導法」『大阪総合保育大学紀要』第 7 号,2012,	 
pp.105-118	 
12)	 佐藤理絵,伏見陽児「題材についての話し合い活動の導入が幼児の描画に及ぼす影
響」『千葉大学教育学部研究紀要』第 50 号,2002,pp.155-160	 
13)	 岩田誠『見る脳・描く脳』東京大学出版会,1997	 










22)	 Cox,M.V.,1992,Children’s	 drawings.Penguin	 Books	 Ltd（M.コックス『子どもの
絵と心の発達』子安増生訳,有斐閣,1999,p.165）	 





序章	 研究の背景	  

































序章	 研究の背景	  
 - 11 - 
序章	 引用文献	 
                                                   
1)	 小田久美子・高橋敏之「絵本の読み聞かせと輪郭画用紙の活用が幼児の絵画表現へ
与える効果」『乳幼児教育学研究』第 14 号,2005,pp.9-19	 
2)	 林建造『幼児の絵と心』教育出版,1976,p.62	 
3)	 梶原佳子「自己評価についての一考察（２）―幼児期の自己認識の発達について―」












11)	 生駒英法「幼児の創造性を育む絵画指導法」『大阪総合保育大学紀要』第 7 号,2012,	 
pp.105-118	 
12)	 佐藤理絵,伏見陽児「題材についての話し合い活動の導入が幼児の描画に及ぼす影
響」『千葉大学教育学部研究紀要』第 50 号,2002,pp.155-160	 
13)	 岩田誠『見る脳・描く脳』東京大学出版会,1997	 










22)	 Cox,M.V.,1992,Children’s	 drawings.Penguin	 Books	 Ltd（M.コックス『子どもの
絵と心の発達』子安増生訳,有斐閣,1999,p.165）	 





序章	 研究の背景	  










































































































































































































































































































































































































































































































































図３	 ４歳児(4 つ切り画用紙,ペン),	 右上角
のバスが走る線を表わしている。	 
図４	 7 歳児（A4 用紙,鉛筆,色鉛筆）,戦いの様
子を１時間かけて描いた。	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図３	 ４歳児(4 つ切り画用紙,ペン),	 右上角
のバスが走る線を表わしている。	 
図４	 7 歳児（A4 用紙,鉛筆,色鉛筆）,戦いの様
子を１時間かけて描いた。	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図５	 ３歳児（4 つ切り画用紙,絵の具,	 ペン）,
初めての絵の具筆で,	 感覚的に関わる。	 
図６	 ４歳児（4 つ切り画用紙,絵の具,	 パス）,
シャボン玉から,	 色の感覚遊びへ。	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理学の分野で研究されているが, 子どもの描画研究においても, 約 100 年前から観察
法などによって研究されてきた。 









機能を通して‘見る’ということであり, もう 1 つは, 頭の中に思いついたイメージ
を‘見る’ことである。 
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表 1	 モデル図(左)を見ながら描いた絵（右）	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る。が, ある場合には, 現在の映像があいまいであって, 適当な影響を受けて変化する」
3)という。 
	 このように, 印象の薄さや時間の経過によって曖昧な対象イメージになることもあ
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知っていること, 心に浮かんでくることは，何でも描いてしまう」5)と述べている。 





















































図 1	 見ることと描くことは記憶が関係している	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Buhler,K.と, 視覚的な像であるとする Luque,G.H.の主張は対照的であり, 「知って
いること」の本質を探る手がかりとなるのでここでとりあげてみたい。 
	 まずは, 「知っていること」を言語の発達と関連させて述べている Buhler,K.の説
をみていき, 子どもが何を描こうとしているのかを検討する。 
 









































	 以上の例を見ると, 子どもは, 現実に目の前にあるものや空想で思い浮べたものを




	 さらに,	 子どもの「知っている」ことには,	 Piaget,J.のいう自己中心性についての
理論も含まれると思われる。Piaget,J.の考えた自己中心性は,	 自己と他者の境界線が
曖昧であり,	 内界と外界が未分離である為に,	 自分だけの考えである主観と,	 他者に
も共通する考えである客観の区別がうまくできず混沌としている状態のことを意味す
図２	 ３枚連続で描いた５歳女児のザ	 
	 	 	 リガニの絵	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 次に, Buhler,K.とは対照的に, 子どもの描画における「知っていること」を視覚的






















のことばに沿って言うと, 実際にモデルを見た場合でも, そうでない場合でも, 実物
通り写生されたのではなく, 子どもの心の中（正式には脳）にある視覚像＝「内的モ
デル」を再生したもので, 知的写実性 13)を示しているという。 
	 そして Luquet,G.H.は, 子ども何か絵を描く場合, その事物についての内的モデル
を心の中に創造しなければならないとしている。この内的モデルの創造は子どもにと
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 描かれた絵	 
図３	 手を描くとき,	 指の数を意識して描く幼児の 2 つの事例	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その事物の様々な構成要素の中から特定のものを選択してそれを描こうとする。それ
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（５）何を描いているのか〜身体的感覚との関連	 




	 しかし, 図式的表現期の子どもの描画活動を観察していると, 次の事例のようにさ
らに違った観点から形態を描き出していることもある。 
 
	 事例①：幼児 K(４歳児)は, 母親の誕生日に絵を描いてプレゼントしようとし, 母親
を描こうとした。しかし「笑った口が描けない」と言い泣き出した。描こうとしてい
る画面を見ると, 笑った口の形を練習しているようであった。（図６-1,６-2）これまで
幼児 K は, 普段, 人物は描いていたが, 口を意識して描くことはなかった。図６-3 は, 
その頃描いた体験画であるが, 口は図式として定着していないことが分かる。母親を
描こうと泣いていた幼児 K に対して, そこにいた保育者は, 笑った口の描き方（お椀
型に曲線を描く図式）を教えたが, 本人は納得がいかず, 結局そのままその絵を持ち
帰った。 







図 6-1	 笑った口の形態を模索	 	 	 図 6-2	 同左	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 6-3	 当時の体験画	 
	 している幼児 K の絵	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 これまでみてきた研究者は, 子どもが描くことは, 記憶にある言語的概念や視覚的
第２章	 意図と解釈〜物語的な文脈へ 
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かわらず, 足の指を線で描いているところが注目される。(図７)  
	 この足の指は, 幼児 K が描きながら物語る中で必要になった事柄であるといえるの
で, Luquet,G.H.が内的モデルの構成パターンの一つに挙げた「個別モチーフ」と捉え
ることができる。しかしこれが視覚像としての内的モデルのみを参照して描いたと言


















図８	 暑い日に描いた幼児 K の体験	 
	 	 	 画	 
図７	 雨にぬれた足の指を描いた	 
	 	 	 幼児 K の体験画	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験結果からも分かる。このように, 描画中には, 実行中の運動を‘見る’ことをし, そ
の結果に従って次の運動をコントロールしているのである（フィードバック・コント
ロール）19)。 
















の持つ特性から, 自分にとっての意味, すなわち解釈を与える。一方, 解釈は, すでに
描き済みの絵や, 描かれつつある絵が, 何であるかと判断を下すことになるが, ここ
でも解釈は記憶にあるもの＝「知っていること」を参照するといえる。Luquet,G.H.
はこの２つの「知っていること」について前者の描こうとする対象を「喚起対象」と
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 描きたいものがはっきりして, その強い意志があるとき, 子どもは感覚—運動ス
キルの問題で思うように描けない場合, 自分の絵が失敗であることを認識する。 
②【意図（弱）＝解釈（弱）】：意図も解釈も両方ともそれ固有の力が弱い場合 
	 さほどこだわりのない解釈が起こり, 解釈は様々なやり方で表明される。例えば, 
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 そして解釈は, すでに描き済みの絵や, 描かれつつある絵が, 何であるかと判断を
下すことにとどまらず, 描画の内容を方向づける基準となる。以上のことをまとめた
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（注１）20 人の幼児（年中と年長児）に筆者が 4 つのモデル図を描いたものを渡し,	 描
いてみたいもの１つを選んでもらい,	 それを模写させた。	 
（注２）Arnheim,R.(『美術と視覚	 上』波多野完治・関計夫訳,美術出版社,1963,p.207)
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このようにして,	 次々に観念の連合によって,	 描画行為が引き出され,	 描画内容が進
展していくのである。これは意味の連鎖であり,	 意図したことがその通りに画面に表
されていくパターンである。	 













	 第２章では,	 描画過程で見ることと描き出すことの関連や,	 描かれたものを解釈す
ることにより循環的に描画が継続される認知システムを明確化し,	 物語的文脈の根拠
を示すことができた。	 





ではなく，画面の描かれたもの同士の配置関係や, 色彩, 空隙, マクロな視点で見たと
きの大きな固まりや偏り, ミクロな視点で見たときのインクのシミなど, あらゆる視
覚情報が, 次の活動を誘発し, 描画内容を左右する要因になっていることも否めない。 
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図 3	 形態単位の組み合わせによる人物または動物（単位の操作で動きを表現）	 
図 5	 包絡線を使用することにより動きや向きを表現	 
図 4	 包絡線を使用することによりアンバランスになる	 
???? ???????????????? 



















図 2	 形態単位の組み合わせによる人物または動物（垂直配置）のパターン	 
図 1	 腕または足に棒状の記号を使うパターン	 
???? ???????????????? 
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よ。」（４歳／生後 65 ヶ月）	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図 9	 鼻から描いた絵と通常の描き順で描いた絵の比較	 
? ? ? ? a                      b                  c                 d  
???? ???????????????? 
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図 10	 胴体から描く（年長）	 
図 11	 胴体から描く（年中）	 
???? ???????????????? 
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図 10	 胴体から描く（年長）	 
図 11	 胴体から描く（年中）	 
???? ???????????????? 






































図 14	 情緒的な意味付けがなされた，幼児 K の作品	 
???? ???????????????? 










































































図 14	 情緒的な意味付けがなされた，幼児 K の作品	 
???? ???????????????? 



































































図 15	 	 Kandinsky による水平線，垂直線，基礎平面の暖冷の性質	 
a b c 
???? ???????????????? 
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図 15	 	 Kandinsky による水平線，垂直線，基礎平面の暖冷の性質	 
a b c 
???? ???????????????? 
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表 1	 	 Kandinsky のキーワード	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図 17	 問題	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図 17	 問題	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表 2	 結果	 問題 A に出てきた描画印象の数	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表 2	 結果	 問題 A に出てきた描画印象の数	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図 19	 円板のズレの知覚	 
図 20	 誘導される構造	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図 19	 円板のズレの知覚	 
図 20	 誘導される構造	 
???? ???????????????? 
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図 21	 ２つの円板のバランス	 
???? ???????????????? 
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図 21	 ２つの円板のバランス	 
???? ???????????????? 


























図 25	 幼児 K（生後 38 週）	 
円の繰り返し描画	 
図 26	 幼児 Y（4歳男）	 
くわがたを繰り返し描く	 





























図 22	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図 23	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 24	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図 25	 幼児 K（生後 38 週）	 
円の繰り返し描画	 
図 26	 幼児 Y（4歳男）	 
くわがたを繰り返し描く	 





























図 22	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図 23	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 24	 
	 
???? ???????????????? 



























































図 28	 画面右側の手指と横に描いた花が同じ形式の例	 
???? ???????????????? 



























































図 28	 画面右側の手指と横に描いた花が同じ形式の例	 
第４章	 描画過程における触覚性 








	 さて,	 絵画の世界は上記のような,	 言葉の解釈が可能な物語的要素や,	 情報の読み
取りとなる視覚的要素から成り立っているのみではなく,	 描いた本人の感性による独
特な線や色,	 テクスチャ,	 空間の使い方などの質感も含めて全体の特徴が見えてくる。
こうした絵画の特質は,	 触覚性といわれることがある。例えば動く感覚,	 時間,	 本人
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 例えば, 定着図式を使用し, 叙述性はみられるが, 基底線らしきものが存
在しない作品は, 「①b ア」パターンの作品とみなす, という具合である。 
 
	 ④分析の条件 
	 	 	 【定着図式の有無について】 
・	 単独の円と線の組み合わせで, 人物, 家など簡単なものを表わしている。 
・	 頭足人, 太陽も図式として含める。 
・	 人物画は, 胴体がなく顔だけを描いていても, その時期の発達的特性と
して人物全体を表わすとみられるので, 図式とする。 





・	 地面がなくても, 空を描く, 上部から雨が降る, などの構図は, 紙面の
上下関係を把握しているので基底線が存在するとみなす。 













	 	 	 	 	 無し② 
         有り a 
	 	 	 	 無し b 
叙述性	 有り	 ア 
	 	 	 	 無し	 イ 
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 そこで, 本節では, 叙述的表現に見られる図式や非図式的なもの（線やあいまいな
形）について考察する。特に図式期の子どもが描画過程を楽しみながら表現をする上
で, ①図式の使用, ②画面構成の意識, ③物語性, の３点が大きく関与すると思われ
るので, これらを分析の視点とし, 子どもの描画（特に叙述的表現）における非図式
的要素について考察し, それをもって, 描画過程における触覚性について検討する。 
	 
（２）調査方法	 












	 ②対象：	 H 幼稚園の年少児（おおむね３歳）51 名, 年中児（おおむね４歳）69
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パターン 年少 年中 年長 
①a ア ア ア 
イ イ イ 
①b ア ア ア 
イ イ イ 
②a ア ア ア 
イ イ イ 
②b ア ア ア 
イ イ イ 
表２	 各年齢,	 パターンの代表作品	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 描画過程における触覚性 
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（３）結果	 
ⅰ）全体の傾向 
	 年齢（年少・年中・年長）別に, 定着図式の有無, 基底線の有無が, どのような割合
（％）で現れるかを示したものが表１である。それぞれのパターンの内容を具体的に
示すと, ①a＝定着図式有り・基底線あり, ①b＝定着図式有り・基底線無し, ②a＝定
着図式無し・基底線あり, ②b＝定着図式無し・基底線無しである。それぞれのパター




	 表１から分かることは, 定着図式に関しては, 加齢とともに増加の傾向がみられた。
逆に図式を使用しない感覚的描画は, 加齢とともに減少の傾向がみられた。 
	 基底線は, 図式を使用する幼児は加齢とともに使用が増加したが, 図式を使用しな
い幼児については, 基底線は逆に減少する傾向にある。このことから, 年長になると
図式を描かない幼児は, 感覚的な行為に特化して描画を楽しむ傾向がみられた。 
	 叙述性は, 加齢とともに増加の傾向があった。特に年長になると 86%に叙述的な描
写がみられた。年少・年中はどちらとも約半数に叙述的表現がみられた。 
	 以上の結果から, 一般に, これまでの描画研究のなかで説明されてきたことが数値
で実証されたといえよう。 
 
パタン 年少 年中 年長 
①a 29% (15) ア(14) 46% (32) ア(23) 65%(32) ア(32) 
イ (1) イ(９) イ(0) 
①b 18%  (9) ア(４) 21% (15) ア(９) 30%(15) ア(10) 
イ(５) イ(６) イ(5) 
②a 6%   (3) ア(１) 4% (3) ア(１) 0%(0) ア(0) 
イ(２) イ(２) イ(0) 
②b 47% (24) ア(３) 28% (19) ア(２) 4%(2) ア(0) 
イ(21) イ(17) イ(2) 
合計     (51) ア 43%(22)      (69) ア 50%(35)     (49) ア 86%(42) 
イ 57%(29) イ 49%(34) イ 14%(7) 
表１	 年齢別の定着図式・基底線のパターンの割合／（	 ）内は実数	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（％）で現れるかを示したものが表１である。それぞれのパターンの内容を具体的に
示すと, ①a＝定着図式有り・基底線あり, ①b＝定着図式有り・基底線無し, ②a＝定
着図式無し・基底線あり, ②b＝定着図式無し・基底線無しである。それぞれのパター




	 表１から分かることは, 定着図式に関しては, 加齢とともに増加の傾向がみられた。
逆に図式を使用しない感覚的描画は, 加齢とともに減少の傾向がみられた。 
	 基底線は, 図式を使用する幼児は加齢とともに使用が増加したが, 図式を使用しな
い幼児については, 基底線は逆に減少する傾向にある。このことから, 年長になると
図式を描かない幼児は, 感覚的な行為に特化して描画を楽しむ傾向がみられた。 
	 叙述性は, 加齢とともに増加の傾向があった。特に年長になると 86%に叙述的な描
写がみられた。年少・年中はどちらとも約半数に叙述的表現がみられた。 
	 以上の結果から, 一般に, これまでの描画研究のなかで説明されてきたことが数値
で実証されたといえよう。 
 
パタン 年少 年中 年長 
①a 29% (15) ア(14) 46% (32) ア(23) 65%(32) ア(32) 
イ (1) イ(９) イ(0) 
①b 18%  (9) ア(４) 21% (15) ア(９) 30%(15) ア(10) 
イ(５) イ(６) イ(5) 
②a 6%   (3) ア(１) 4% (3) ア(１) 0%(0) ア(0) 
イ(２) イ(２) イ(0) 
②b 47% (24) ア(３) 28% (19) ア(２) 4%(2) ア(0) 
イ(21) イ(17) イ(2) 
合計     (51) ア 43%(22)      (69) ア 50%(35)     (49) ア 86%(42) 
イ 57%(29) イ 49%(34) イ 14%(7) 
表１	 年齢別の定着図式・基底線のパターンの割合／（	 ）内は実数	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ⅰ）叙述性と動きの線	 
	 年長になるにつれ, 叙述性が出てくることが多いことが確認されたが, 図式が定着
する前の描画においても, 叙述性は存在するということが分かった（表２の②a ア, ②











	 次に, 【②b ア】のパターンは図式が出現せず, 画面構成の手がかりである基底線も
見られなかったが, 叙述性があると判断したものである。まず年少作品の方は, マス
キングテープで画面を埋め尽くし, その後, 左下から順に, テープの隙間に頭足人の
ような形態や動く線が重なるように描かれている。頭足人らしきものは, 他の線と混
じり安定図式とは言えないが, 隙間を上部に向かってに動いているようである。次に, 







	 さて, 以上のように, 叙述性のあるものに共通して見えたことは, 「動きの線」の存
在である。図式が存在しない描画については上記で述べてきたが, 【①a ア】パター
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ⅱ）叙述的表現の傾向	 






	 表３から分かることは, 【②ア】パターンの定着図式無しで, 叙述性が有るものは, 





	 しかし, 考察のところで説明するが, １つの作品に注目すると, 叙述的表現では, 
年長であっても, 全て図式によって画面を埋めているのではなく, 図式に紛れて, 動
きのような線や感覚的な線が存在することも見逃してはならない。例えば表２の【①
a ア】パターンの年少, 年中, 年長それぞれの作品は, 図式による物語性が読み取れる
が, 一見, 意味の不明な線やあいまいな形も含まれている。 
	 【b ア】パターンの基底線で画面を関連づけしない構図で, 叙述性があるものは, 加
齢とともに少しずつ増加の傾向にある。一般に年長になるにつれ, 基底線を基準に描




	 図式的表現期の子どもの描画表現について, ①図式の使用, ②画面構成, ③叙述性
を手がかりに発達的な視点から調査を行った。ここから, 調査から得られたデータを
もとに, 叙述的描画表現における非図式的要素について考察する。 
パターン 年少 年中 年長 
②ア（定着図式無—叙述性有） 8% (4/51) 4% (3/69) 0% (0/49) 
b ア（基底線無—叙述性有） 14% (7/51) 16% (11/69) 20% (10/49) 
表３	 定着図式・基底線無しー叙述性有りのパターンの傾向／（	 ）内は実数と年齢別全体数	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といえる。 




























	 「視覚型の知覚」とは,	 他の感覚からくる印象が,	 眼から来る印象に従属するとき,	 
そして知覚に際してその特徴に視覚的印象が優位な場合の知覚である。制作過程にお
第４章	 描画過程における触覚性 
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れているが, 一部, サッカーボールの箇所を注意してみると, ボールが動く線を記号
的に表していることが分かる。またボールが２つ描かれているところを見ると, この
２つのボールは同一のもので, 時間の経過を表している可能性がある。次に【①b ア】




は, 記号的な矢印で表される場合もある。【①a ア】パターン, 【①b ア】パターンの
比較からいえることは, 基底線のような画面配置の基準線が描かれていないほうが, 
叙述的表現においては動きの線が整理されず, 混沌としていると思われる。 









る強弱や, スピード感がともなう線であるといえる。つまり, 普段, 描画場面以外では, 
語りとともに身振りとして表れるような身体の動きと似ていると思われる。そうした
感情を伴う身体的な動きが, 画面上に表れているのではないだろうか。 
	 それでは同じく形態図式が出てこない描画で, 叙述性無しとみなした【②a イ】パ










 - 88 - 
といえる。 




























	 「視覚型の知覚」とは,	 他の感覚からくる印象が,	 眼から来る印象に従属するとき,	 
そして知覚に際してその特徴に視覚的印象が優位な場合の知覚である。制作過程にお
第４章	 描画過程における触覚性 
 - 87 - 
れているが, 一部, サッカーボールの箇所を注意してみると, ボールが動く線を記号
的に表していることが分かる。またボールが２つ描かれているところを見ると, この
２つのボールは同一のもので, 時間の経過を表している可能性がある。次に【①b ア】




は, 記号的な矢印で表される場合もある。【①a ア】パターン, 【①b ア】パターンの
比較からいえることは, 基底線のような画面配置の基準線が描かれていないほうが, 
叙述的表現においては動きの線が整理されず, 混沌としていると思われる。 









る強弱や, スピード感がともなう線であるといえる。つまり, 普段, 描画場面以外では, 
語りとともに身振りとして表れるような身体の動きと似ていると思われる。そうした
感情を伴う身体的な動きが, 画面上に表れているのではないだろうか。 
	 それでは同じく形態図式が出てこない描画で, 叙述性無しとみなした【②a イ】パ






































	 今述べてきたことは,	 感覚運動的な描画をする時期の子どものみならず，それ以降,	 
表象表現を行なう段階においても,	 基本原理は変わらない。	 
	 鬼丸の言葉で言うと,	 「線がものの輪郭を現すのは本来対象の触知に発するが,	 や
がてその機能に徹するようになると,	 その作用は多く目に従属しがちになる。だがこ
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 鬼丸吉弘の研究によって,	 幼い時期から青年期以降までをとらえた,	 描画における
触覚性と視覚性の関連が明瞭になったと言える。それは発達に即した関連性の変化で
ある。一方で,	 年齢が進んでも,	 また青年期以降になっても,	 なおも,	 視覚性よりも
触覚性が大きくはたらく場合があるということを Lowenfeld,V.の研究は示唆してい
る。これは,	 子どもの描画過程における触覚性を考える上で大いに参考になる。	 





図 1	 造形原理の推移	 鬼丸吉弘『児童画のロ
ゴス』より	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うして線が視覚の僕となって対象の形を追う以前にも以後にも,	 それは本来方向線・
触知線として,	 視覚に独立の機能を内在することを見落としてはいけない」11)という。
つまり,	 図式を描く段階においても,	 それは視覚的な記号としてのみ見るのではなく,	 












	 さて,	 本研究では,	 これまで,	 物語的な文脈と視覚的な文脈について整理してきた
が,	 ここであえて触覚的文脈については分けて考える必要がないことが分かった。な






	 ただし,	 分析方法とそこから得られる考察とは異なる。すなわち,	 面白さの要因は,	 
描画をする子どもの感情や感覚に直に結びついた体性感覚（触覚性）に支配された思
考であり,	 物語性と視覚的要因の駆け引きからくるドラマ性であろう。したがって,	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次章以降の考察に対応する事例の番号をつけてある。また作者については A 男，C 子
等と表記する。〜男は男児，〜子は女児である。	 
	 
事例１	 シート１	 A 男	 
事例２	 シート２	 B 子	 
事例３	 シート３	 C 子	 
事例４	 シート４	 D 男	 
事例５	 シート５	 E 子	 
事例６	 シート６	 F 男	 
事例７	 シート７	 G 男	 
事例８	 シート８	 H 男	 
事例９	 シート９	 I 男	 
事例 10	 シート 10	 J 男	 
調査日 対象（人数） 保育内容 シート 本論中で扱う事例 
2010.9.17 年長６２名 













































2012.1.27 年少 20 名を２クラス 








（大阪 H 幼稚園） 
デパートの中を自由に描く。用
紙は四つ切画用紙。 
シート 10 事例 10 
表１	 研究の詳細と描画プロセス分析シート, 事例 No との対応表 
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 描画プロセス分析シートによる描画過程の分析 
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??????????????????A ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?  
 
2010?? 9? ? 17? ?? ID? ? 100917A?? ? ? ? ? ? ?  
???????????????? 
? 35 ???, ????????????????, ???????????, ??????????????????????
?????????????????????????????????????, ???????????????????
A ?????????????, ????????????, ????????????????????????????A
???????????????????????????????????, A????????????????? 
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分かる。B 子は,	 自分の作った指人形が楽しめる世界を描こうとしたのだが,	 常に画
面全体を意識しながら描きたいイメージを発展させている様子が伺える。	 
	 以上の例から,	 特に図式期の幼児は現在描いている部分と画面全体を意識しながら











開始後 19 分から 27 分の間（⑨〜⑬）,	 A 男は自分のペットである「シロ」という犬
を描き,	 そのイメージの延長で犬小屋の横にあるガレージなどを描いていたと思われ








図３	 (左)・図４(右)：A 男	 開始後 27 分(⑬)と 35 分(⑱)の絵の比較。左図
のガレージは,	 物語性が進む中で,	 動物園の意味が強くなり,	 「檻」になった。	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【事例 1／シート 1】	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 ⑬で A男が「ガレージ」と言ったのは,	 実は始めから「ライオンと檻」を描こうと






























図 6	 C 子「大人も傘さして歩い
ているよ」（４歳児）	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 この意味領域と,	 その関係性を構図に表わすと図７のようになる。図中の＊印は,	 
第３意味領域の物語の流れを押し進める中で,	 既に描いた形態の意味を変更した箇所
である。	 
	 この幼児 A男の例では,	 最終的に,	 全ての意味領域を言葉で関連づけて「動物園に
行ったときに雨が降ったよ」と締めくくった。画面のスペースがほとんどないにも関
わらず,	 画面上部（第４意味領域）に描かれた雨雲と雨は,	 全体をまとめるために締
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は，一般には，画面の上下の関係，形態どうしの意味関係を意識していないというこ
とである。 







	 さて，事例 1 と事例 5 の作品群タイプは図式を使用しているが，描かれた内容は画
面空間上のあちこちに配置され，基底線のような基準舞台の上に乗っていないことが
見てとれる。こうした画面構成の仕方は「ばらまき画」とか「カタログ画」といわれ












図9	 基底線表現の視点（清原知二）	 図 10	 「基底面」表現の視点（清原知二）	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 a)	 対比効果を利用した研究	 
・田中義和 9)（1978）は，コップの取っ手が，左右・前後になるよう４通りに配置
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 c)	 教示の影響について検証した研究	 













	 e)	 積極的な伝達意図の存在に関する研究	 
	 ・松村暢隆（1989）は，描画によって子どもが他者に何を伝えようとしたかという
点について分析をすすめていく必要があると指摘している。	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ート 6）と事例 7（シート 7）の描画過程をみるとよく分かる。ここでは特に事例６か
ら見ていく。	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する。今回身振りについて対象とする事例（シート）は，事例 5（シート 5／E 子），
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の繰り返しであった。この描画過程からは，感覚的なスクリブルがきっかけとなり， 円
（＝‘何か’）が生まれ，それを確かめるかのように，身振りが出現した様子がうかが
える。Werner,H と Kaplan,B のいう，感覚的行為から描出活動に移行する瞬間であ
るともいえる。 
	 さて，図式が現れる前のスクリブル期に見られる身振りについてもう少し見てみよ
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表３	 K 男「ぐるぐるぺー」のシリーズ／イメージと手の動きの連動	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る。この時期は感覚運動的なスクリブルと何かを表わす単独の円（描出動作）が混在
していた様子がよく分かる。 
表１	 幼児 K（2歳 4ヶ月）18枚シリーズで描いた絵の一部	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【事例 8／シート 8／H 男】 































































【事例 8／シート 8／H 男】 




















































































 - 168 - 



































表５	 H 男／指を動かす身振りで遊んだ後，線で表した。	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